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以内（当初は4km 以内）に立ち入れないため、
無人ヘリを用いて地震計4台と GPS 受信機3台
を設置しました（写真２）。これにより噴火で
失われた定常観測点を補うことができました。
無人ヘリを用いた火口周辺の映像取得や航空磁
気測量も実施され、火砕物の堆積状況の把握や
火口の北～北西側の地下に高温を示す弱磁化領
域を検出するという成果も上げました。また新
燃岳周辺に設置された地震計や空振計により、
地殻変動から推定されたマグマ溜まりの周辺地
域を中心に観測能力が向上しました。
ることにより、噴煙の強度や高度の時間変化を
高い精度で推定することができ、その結果は火
山灰の拡散シミュレーションの高度化に活用さ
れました。高解像度画像収録システムによる噴
煙観測では3月に発生した２度の噴火による噴
煙が捉えられ、噴煙発達過程を分析することが
でき、またゾンデ観測では噴火直後に空気中に
浮遊する火山灰粒子を実測することができまし
た。火山ガスの観測では、二酸化炭素や二酸化
硫黄などの火山ガス成分の変化からガスの供給
源が深くなっていることがわかりました。降灰
の把握能力もリアルタイム火山灰観測装置によ
り強化されました。数値シミュレーションの高
度化による研究では、1月26日～ 28日の噴火
の降灰域が再現できるようシミュレーション手
法を改善することができました。
噴火現象の観測及び火山灰等の
拡散予測研究
　噴火現象の観測においては、気象レーダの分
析（当研究所と気象研究所）、高解像度画像収
録システムやゾンデを用いた噴煙観測（当研究
所）、無人機や自立型の観測装置による火山ガ
ス観測とリアルタイム火山灰観測装置による観
測（産業技術総合研究所）などが実施されまし
た（写真３）。また火山灰の拡散予測の精度を
上げるための数値シミュレーション高度化の研
究（気象研究所と東京大学地震研究所）も進め
られました。
　新燃岳の噴火では噴煙を正確に把握すること
が課題の一つとして浮かび上がりましたが、気
象レーダにより検出された噴煙データを分析す
写真２　無人ヘリによる地震計の設置風景
 おわりに
　今回の緊急調査研究により、新燃岳の火山観
測を迅速に強化することができ、また降灰予測
の高精度化に直接役立つ成果も上がりました。
成果の概要は、WEB（ http://www.bosai.go.jp/
volcano/kirishima/index.html）で公開されてい
ます。これまでのところ新燃岳の噴火活動の低
下により、幸いにして被害は拡大していません
が、新燃岳のマグマ溜まりへのマグマの蓄積は
まだ続いています。今回の調査・研究の成果は、
今後の新燃岳の火山災害の軽減に役立つと期待
されています。
写真３　火山灰を観測するためのラジオゾンデの放球
